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福豆俵まき
365個の福豆俵が
まかれ、拾うと１
年間福が授かると
いわれている

奇
祭 

初
市
大
俵
引
き

初市の幕開けを告げた安衛太鼓

五穀豊穣を祈念して行われた餅つき

富くじ抽選会で豪華景品の電子レンジ・自転車が当選

豪快な掛け声で寒さを吹き飛ばす引き子

前哨戦 スポ少の俵引き

本番 大俵引き
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晴
天
の
中
、
新
春
恒
例
の
奇
祭

「
初
市
・
大
俵
引
き
」
が
１
月
14
日
、

町
役
場
前
で
行
わ
れ
、
今
年
一
年
の

招
福
を
願
う
大
勢
の
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

大
俵
引
き
は
、「
東
方
（
赤
組
）

が
勝
つ
と
そ
の
年
の
米
の
値
段
が
上

が
る
（
商
売
繁
盛
）」、「
西
方
（
白
組
）

が
勝
つ
と
豊
作
に
な
る
（
暮
ら
し
が

豊
か
に
な
る
）」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
引
き
子
は
一
年
間
無
病
息

災
に
な
る
と
言
わ
れ
、
今
年
も
町
内

外
か
ら
１
２
０
名
の
引
き
子
が
集
ま

り
ま
し
た
。
大
俵
引
き
の
前
哨
戦
、

ス
ポ
少
の
東
西
対
抗
俵
引
き
で
は
、

上
半
身
裸
の
男
子
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の

女
子
合
わ
せ
て
１
４
４
名
の
子
ど
も

た
ち
が
寒
さ
で
顔
を
真
っ
赤
に
染
め

な
が
ら
も
、
大
人
に
負
け
な
い
熱
気

で
元
気
い
っ
ぱ
い
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
メ
イ
ン
「
大
俵
引

き
」。大

き
な
掛
け
声
と
共
に
豪
快
な
引

き
合
い
が
展
開
さ
れ
、
３
本
勝
負
の

結
果
、
２
勝
１
敗
で
東
に
軍
配
が
あ

が
り
ま
し
た
。
沿
道
に
は
大
勢
の
見

物
客
が
詰
め
掛
け
、
厳
し
い
寒
さ
や

風
評
被
害
を
吹
き
飛
ば
す
勇
壮
な
姿

に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

東
方
赤
組
が
勝
利

今
年
は
米
の

値
が

上
が
る

AR
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町県民税・所得税の申告相談が始まります
～申告期間は２月12日㈭から３月16日㈪です～

電子申告について

大切なお知らせです

　確定申告は平成26年１月から12月までの所得を申告するもので、町県民税・所得税を確定させることはも
ちろんですが、国民健康保険税、介護保険料などの課税の基礎となる大切なものです。また、所得証明書や
課税証明書などの発行資料にもなりますので、忘れずに申告してください。
　所得が少なく申告が必要ない方でも、国民健康保険税の軽減や、介護保険料・後期高齢者医療保険料、保
育料などを算定する基準となりますので、これらに該当すると思われる方は申告を行ってください。

　申告相談日は、下記のとおりです。期間中は混雑が予想されますので、皆さまのご協力をお願いします。

　申告会場へ足を運ばなくとも、自宅のパソコンから国税庁のホームページにアクセスすると確定申告
書が作成できます。作成したデータは自宅から税務署に送信することや（e-Tax）、添付書類と一緒に
税務署に郵送で提出することも出来ますので、ぜひご利用ください。
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）　問い合わせ先：会津若松税務署　☎２７－４３１１

　平成26年１月から記帳・帳簿の保存制度が定められたことにより、営業や農業、不動産など事業所得
のある方は、収支内訳書（記帳した帳簿）が必要です。申告相談時に持参できない方は、正しい計算が
できないため、受付できないこともあります。

【問い合わせ先】　総務課　税務管理班　☎８４－１５０２

総務課　税務管理班からのお知らせ

月日 曜日 申告相談会場 午前の部（午前8時30分〜11時30分） 午後の部（午後1時〜4時）

２　
　
　
月

12 木 高寺コミュニティセンター 片門・洲走 窪倉・舟渡
13 金 高寺コミュニティセンター 窪・赤城新田・杉山 天屋・本名
14 土 休日
15 日 休日
16 月 八幡コミュニティセンター 塔寺 塔寺
17 火 八幡コミュニティセンター 気多宮・大沢・平井 塔寺二区・朝立・和泉
18 水 川西コミュニティセンター 見明・津尻 宇内
19 木 川西コミュニティセンター 長井 大上・袋原
20 金 広瀬コミュニティセンター 立川・御池田 青木
21 土 休日
22 日 休日
23 月 広瀬コミュニティセンター 三谷・下政所 青津
24 火 広瀬コミュニティセンター 五香・西青津 沼越
25 水 若宮コミュニティセンター 牛沢 牛沢・蛭川
26 木 若宮コミュニティセンター 勝方・大村 矢ノ目・上金沢
27 金 若宮コミュニティセンター 樋渡・水島・大江・沖 金沢・上新田・中新田
28 土 休日

３　
　
　
月

1 日 休日
2 月 金上コミュニティセンター 福原・上開津・中開津 金上・樋口分・太田谷地・新開津
3 火 金上コミュニティセンター 村田・村田新田・履形 海老沢・細工名・束原・新村
4 水 中央公民館 緑町・杉・船窪 中政所・和泉川原
5 木 中央公民館 諏訪町 中村・原・羽林
6 金 中央公民館 上町・小原 新舘・八日沢
7 土 休日
8 日 休日
9 月 中央公民館 古坂下 古坂下
10 火 中央公民館 桜木町 新栄町
11 水 中央公民館 新富町 茶屋町
12 木 中央公民館 新町 新町
13 金 中央公民館 橋本・本町・鉄砲町 仲町・柳町
14 土 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
15 日 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
16 月 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
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町史編さんだより

越
後
街
道
の
鐘
撞
堂
峠
以
西
を
、
束
松
峠

を
通
ら
な
い
前
段
の
区
会
所
案
か
ら
、
藤

峠
経
由
で
野
沢
に
至
る
い
わ
ゆ
る
会
津
三

方
道
路
の
開
削
計
画
に
変
更
し
ま
し
た
。

野
沢
村
の
商
人
達
は
藤
峠
区
間
の
工
事

に
多
額
の
寄
付
を
願
い
出
る
な
ど
道
路
建

設
に
協
力
し
、
結
果
、
会
津
三
方
道
路
は

明
治
17
年
（
一
八
八
四
）
に
完
成
し
ま
し

た
。一

方
、
完
成
し
た
新
道
か
ら
外
れ
た
束

松
・
片
門
の
両
村
民
は
明
治
20
年
（
一
八

『
会
津
坂
下
町
史
第
３
巻
通
史
編
Ⅲ
近

代
・
現
代
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
越
後
街

道
の
整
備
に
つ
い
て
、
西
会
津
町
側
か
ら

の
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

戊
辰
戦
争
後
、
明
治
政
府
は
産
業
振
興

な
ど
を
目
的
に
道
路
の
敷
設
・
改
修
事
業

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
が
、
越
後
街
道
に

つ
い
て
も
明
治
10
年
（
一
八
七
七
）
に
当

地
を
管
轄
す
る
区
会
所
か
ら
、
山
間
部
の

束
松
峠
が
狭
く
険
し
い
道
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鐘
撞
堂
峠
以
西
は
束
松
峠
を
通
ら
な

い
窪
・
窪
倉
・
西
羽
賀
・
塩
坪
・
漆
窪
・

尾
登
・
芝
草
に
路
線
を
変
更
す
る
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

路
線
の
変
更
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
周

辺
地
域
に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
り
、
天

屋
・
本
名
・
杉
山
・
軽
沢
（
現
西
会
津
町
）

の
４
集
落
か
ら
な
る
束
松
村
（
明
治
８
年

に
成
立
）
で
は
、
同
年
７
月
に
福
島
県
に

対
し
て
本
街
道
の
北
側
に
新
し
い
道
路
の

開
削
を
建
言
し
ま
す
。

県
か
ら
の
返
答
が
遅
い
こ
と
か
ら
、
束

明
治
12
年

束
松
峠
の
改
修
嘆
願

「束松村分束松嶺削貫絵図面」
福島県庁文書

松
村
戸
長
斎
藤
孫
七
は
、
明
治
12
年
（
一

八
七
九
）
７
月
21
日
に
再
度
束
松
峠
隧ず

い
ど
う道

貫
削
を
建
言
し
ま
し
た
が
、
同
時
期
、
次

の
駅
所
で
あ
る
野
沢
村
か
ら 

渡※
わ
た
な
べ
し
さ
い

部
思
斎

を
代
表
人
と
し
て
同
様
の
建
言
書
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
新
潟
県
に
通
じ
る
県
道
の
う
ち
束
松

峠
は
多
く
の
旅
人
と
荷
物
が
往
来
し
て
い

る
が
、
戊
辰
戦
争
後
修
復
さ
れ
る
こ
と
が

な
く
、
沿
道
の
住
民
で
修
復
を
考
え
る
に

も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
再

三
区
会
所
に
お
願
い
し
て
い
た
が
叶
わ

ず
、
県
会
に
建
言
す
る
た
め
に
出
県
し
た

と
こ
ろ
規
則
改
正
に
な
り
議
場
へ
の
建
議

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
村
と
し

て
は
こ
の
ま
ま
黙
止
せ
ず
、
対
案
と
し
て

現
道
の
北
の
古
道
を
改
修
し
、
１
２
５
間

の
隧
道
を
開
削
す
れ
ば
山
間
部
の
急
な
傾

斜
を
解
消
で
き
、
か
つ
そ
の
前
後
が
平
坦

で
車
馬
通
行
に
安
易
と
な
る
。
野
沢
・
束

松
・
片
門
・
高
寺
の
４
か
村
で
人
夫
を
出

し
事
業
費
を
寄
付
す
る
の
で
、
改
め
て
建

議
案
の
採
用
を
お
願
い
し
た
い
。」

束
松
・
片
門
・
高
寺
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
す
る
村
が
歩
調
を

合
わ
せ
、
県
に
建
言
し
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。新

た
に
県
令
（
県
知
事
）
に
な
っ
た
三

島
通
庸
は
、
明
治
15
年
（
一
八
八
二
）
に

八
七
）
に
自
力
で
束
松
峠
隧
道
開
削
工
事

を
再
開
し
、
明
治
26
年
（
一
八
九
三
）
に

県
補
助
を
受
け
て
工
事
を
継
続
、
明
治
27

年
（
一
八
九
四
）
８
月
７
日
に
落
成
し
ま

し
た
。

※
渡
部
思
斎
（
一
八
二
九
～
一
八
八
九
）

西
会
津
町
野
沢
生
ま
れ
。
慶
応
２
年

（
一
八
六
六
）
に
「
研け

ん
き
ど
う

幾
堂
」
を
開
き
、

法
政
・
経
済
・
文
学
・
医
学
の
４
科
を

設
け
て
子
弟
教
育
に
当
た
っ
た
。
優
れ

た
学
識
と
人
柄
を
慕
い
４
０
０
人
を
超

え
る
多
く
の
門
人
が
集
ま
る
な
ど
、

「
研
幾
堂
」
は
耶
麻
・
河
沼
西
部
を
代

表
す
る
民
権
派
の
学
習
結
社
に
成
長
す

る
。
明
治
12
年
よ
り
県
会
議
員
と
な

る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
史
編
さ
ん
室

☎
83
�
３
０
１
０
㈹

☆
『
会
津
坂
下
町
史
第
３
巻
通
史
編
Ⅲ

　

近
代
・
現
代
』（
一
冊
５
０
０
０
円
）

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

☆
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
紙
に
墨

で
書
か
れ
た
古
い
書
付
（
古
文
書
）

を
探
し
て
い
ま
す
。
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



　　　　食育だより

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その62

　今や国民病と呼ばれるメタボリックシンドロームは、40歳以上の男性の2人に１人がその危険にさ
らされており、放置していると命にかかわるさまざまな疾患を引き起こす要因と言われています。
メタボ予防は肥満と塩分の取り過ぎを改善することから始める事が必須であり、メロンの会では、高
血圧予防のための活動を実施しています。
　今年度は「減塩」をテーマに、麦ごはんのおにぎりや
減塩カレー、減塩味噌汁の試食提供を行なっております。

～世代を超えてつながって、地域のみんなで健康になりましょう～
　何を食べれば子どもが丈夫に育つんだろう？こんな質問を自分にしたのが、つい昨日のような･･･。
今では、孫の元気な成長ばかりを考えながら食事を作る、おばあちゃんがたくさんいらっしゃるの
ではないでしょうか。穀物と野菜を中心に豆や乾物、海藻などをシンプルに組み合わせ、日本人の
味覚や体質に合ったやさしい味付けで、子どもはもちろん家族みんなの「からだと心」を幸せにし
てくれることを願いながら･･･。

～食生活改善推進員メロンの会の取り組み～

減塩カレーライス
〈作り方〉
①玉ねぎの半分225gとりんご90g、にんにく2片はすりおろす。
（ミキサー使用）
②玉ねぎ225gを縦半分に切り、さらに6～8片に切る。
③人参は皮をむき、2㎝大の乱切りにする。
④じゃが芋は皮をむき、一口大に切る。
⑤鍋にオリーブオイルを熱し、肉、①のすりおろした玉ねぎ、り
んご、にんにくを炒め、人参、玉ねぎ、じゃが芋の順に炒める。
⑥水を加え月桂樹の葉を入れ、煮込む。（約5～10分）沸騰したら
アクを取り、ふきこぼれないように煮込む。（沸騰後約20分間）
⑦火をとめ、水溶きカレー粉、水溶き小麦粉、(水は分量外)カレ
ールウを入れ、弱火で再び煮込む。（約10分）

※市販のはちみつを加える場合には、具材と一緒に20分以上（弱
火～中火）煮込んでください。（調理後に加えると、とろみが
弱くなることがあります。）

〈材料〉（6人分）
豚小間肉	 160g
玉ねぎ	 450g
（半分をすりおろす）
じゃが芋	 200g
人参	 100g
水	 700～750ml
カレー粉	 大さじ1.5（21g）
小麦粉	 大さじ４（32g）
市販カレールウ	 2粒弱（約37g）
（ルウは通常の半分の量です）
りんご	 90g
月桂樹の葉	 1枚
オリーブオイル	 大さじ2
にんにく	 2片

★☆ 2月19日は食育の日・家庭料理の日☆★

健康と産業と文化の祭典での試食カレ
ーは市販のカレールウ半分の使用で塩
分を半分におさえています。

「麦ごはんのおにぎり」
作りの様子

6

【問い合わせ先】健康管理センター　☎８３－１０００
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図書室だより　　　　

自然
科学

美しい鉱物 
（学研の図鑑）

松原聰 監修
学研教育出版

レアメタルからダイヤモンドま
で、地球を形作る約200種類の
鉱物が収録されています。
鉱物・宝石の歴史や見方、特徴
がよくわかるコンパクトな入門
書です。

物語 ぼくの守る星

神田茜 著
集英社

ディスレクシアという学習障が
いがある少年と、息子のハンデ
ィキャップを受け止めきれずに
いる両親。家族関係に悩みを抱
える同級生。それぞれの思いが
交差した成長と再生の物語です。

物語 ふしぎ駄菓子屋
銭天堂；1

廣嶋玲子 作
　　　偕成社

幸運をもとめる幸運な人だけが
見つけられる不思議な駄菓子屋・
銭天堂。そこで売られるお菓子
は、注意書きを読まずに食べる
と大変なことが起きてしまう、不
思議な力を持つ駄菓子なのです。

☆おすすめの新着本☆

☆新着本の紹介☆

☆図書室利用時間のご案内☆
開館時間　午前 8時30分～午後 5時
木曜日のみ午前 8時30分～午後 7時

（定休日：第2火曜日）
☎８３－３０１０

『ブックスタート事業』
ボランティア募集のお知らせ

ブックスタート事業をお手伝いしていた
だけるボランティアの方を随時募集してい
ます。

主な活動内容は、10か月児健診の時に
赤ちゃんとその保護者を対象に、簡単な
説明をしながら絵本を手渡すお手伝いを
していただきます。

興味のある方は、中央公民館までご連
絡ください。　　　　　　　（担当：荒井）

対象 本のタイトル 著者名 出版社

一般 横浜・元町・中華街 （楽楽関東；楽楽シリーズ） JTBパブリッシング

一般 美しい元素 （学研の図鑑） 学研教育出版 編 学研教育出版

一般 あらかい健康キャンプ村 古庄弘枝 著 新水社

一般 救いの魂 （心霊探偵八雲；9：角川文庫） 神永学 著 KADOKAWA

子ども サリバン先生 （学習漫画世界の伝記NEXT） 奥良モト 漫画 集英社

子ども 宇宙飛行士入門 （入門百科+；13） 渡辺勝巳 監修 小学館

子ども 大どろぼう五えもんのまき
　　（にんじゃざむらいガムチョコバナナ；2） 原ゆたか、原京子 作・絵 KADOKAWA

子ども 世界の果ての魔女学校 石崎洋司 作 講談社

ほかにも新着本がたくさんありますので、ぜひ図書室へお越しください。

絵本のひろば
絵本や紙芝居などをたくさん用意し

ています。どなたでも自由にご利用くだ
さい。

　場所：中央公民館和室
　日時：２月23日（月）
　　　　午前９時～正午



1月20日、坂下東幼稚園で保護
者会のお父さん・お母さんにご協
力をいただきながら、臼と杵を使
った餅つき会が行われました。お
父さんたちに支えてもらいながら
餅をつく園児や1人で杵を持ち上
げて餅をつく園児など1人ひとり
が一生懸命に餅をつきました。出
来上がったきな粉餅や汁餅はお遊
戯室でクラス全員で楽しくいただ
きました。

まだまだ寒い日が続きますが、この時期には様々な伝統行事が行われます。
１月14日には穏やかな天候の中、約400年の伝統を誇る坂下初市が盛大に開催され

ました。今年の大俵引きでは東方が勝ちましたので、米価の上昇に期待するところで
あります。その他には各地区・家庭などで、「歳の神」や「団子さし」などを行った方
も多いのではないでしょうか。また、近年は節分の日に恵方巻きを食べる家庭も増え
てきているようですが、これは関西地方での風習が全国的に広まってきたものです。

伝統文化を残しつつ、新しいものを取り入れていく。これは町行政についても同様
であり、伝統を継承し郷土愛を育むことで地域を守りながら、新しいものや人を取り
込んで町を発展させていくということが重要であると考えます。

立春を過ぎ、暦の上では春になりました。人口の減少、少子高齢化等、町を取り巻く社会的環境は厳し
い冬の状況ではありますが、会津坂下町に春が訪れるよう、町発展のために尽力してまいります。

「立春を過ぎて」

坂下東幼稚園で餅つき会

坂下東幼稚園　福島県建築文化賞準賞を受賞
1月23日、第31回福島県建築文化賞表彰式が開催されました。木造平屋建の坂下東幼稚園は、
威圧感のない親しみやすい外観デザインと先人が植え育てた学校林から伐採した丸太がそのま
ま柱に使用され、枝のように梁を支える構造美が高く評価されての受賞となりました。

［福島民報社提供］
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「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講

座
」
で
は
、
行
政
の
講
座
（
情
報
提

供
）
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
の
方
々

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
登
録

し
て
い
た
だ
き
、
知
識
や
特
技
な
ど

を
町
民
団
体
・
学
習
サ
ー
ク
ル
等
の

求
め
に
応
じ
て
教
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
あ
な
た
の
隠
れ
た
特
技

や
幅
広
い
知
識
を
、
出
前
講
座
で
広

く
子
ど
も
た
ち
や
町
民
の
方
々
の
た

め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

例
え
ば
、

・
ケ
ン
玉
の
達
人

・
森
や
川
に
関
す
る
こ
と

・
昔
遊
び
体
験

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
講
座
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
、
講
座
名
、
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
、
対
象
者
、
講
師
名
を
、

左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
83
‐
３
０
１
０

9

募
集

出
前
講
座
・
町
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
師
募
集

平
成
27
年
度

地
域
づ
く
り
応
援
事
業
募
集

　

全
会
津
17
市
町
村
等
で
構
成
し
て

い
る
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

協
議
会
」
で
は
、
地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
積
極

的
に
実
践
す
る
団
体
を
支
援
す
る
た

め
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
25
日（
水
）～
３
月
18
日（
水
）

▼
補
助
金
額

　

最
大
50
万
円

（
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
）

▼
対
象
事
業

　

左
記
の
よ
う
な
事
業
が
対
象
で
す
。

①
広
域
的
な
波
及
効
果
が
あ
る

②
地
域
の
特
色
・
特
徴
が
出
て
い
る

③
地
域
間
交
流
に
つ
な
が
る 

な
ど

▼
申
請
書
の
入
手
方
法

①
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.aizu-furusato.com

②
役
場　

政
策
企
画
班
か
ら
受
取

③
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
協
議

会
事
務
局
か
ら
受
取

▼
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
財
務
課　

政
策
企
画
班

　

☎
84
‐
１
５
０
４

ま
た
は
、
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
協
議
会
事
務
局

会
津
若
松
市
中
央
三
丁
目
10
‐
12

☎
24
‐
６
３
１
２

役
場
臨
時
職
員
募
集

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
す
る

方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
職
種
及
び
募
集
予
定
人
員

○
臨
時
保
健
師　
　
　
　
　
　

2
名

○
臨
時
事
務
補
助
員　
　
　

若
干
名

○
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

○
臨
時
運
転
手　
　
　
　
　
　

１
名

▼
応
募
資
格

○
臨
時
保
健
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭

　

昭
和
39
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
該
当
職
種
の
免

許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
方

○
臨
時
事
務
補
助
員

　
　

昭
和
39
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
の
で
き
る
方

○
臨
時
運
転
手

　
　

昭
和
28
年
４
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
大
型
運
転
免
許
（
１

種
ま
た
は
２
種
）
を
有
す
る
方

▼
雇
用
期
間

○
臨
時
保
健
師
・
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
・
運
転
手

　
　

原
則
と
し
て
12
か
月
雇
用

○
臨
時
事
務
補
助
員

　
　

原
則
と
し
て
11
か
月
雇
用

　
（
１
か
月
の
休
み
期
間
が
あ
り
ま
す
。）

▼
休
日
・
休
暇

○
土
・
日
曜
日
及
び
交
代
制
に
よ
る

所
属
長
が
指
定
す
る
日
・
休
日

（
祝
日
法
に
定
め
る
休
日
並
び
に

１
月
２
日
及
び
３
日
並
び
に
12

月
29
日
か
ら
31
日
ま
で
の
日
）

※
た
だ
し
、
臨
時
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
に
つ
い
て
は
、
時
差
出
勤
に

よ
り
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、
土

曜
日
も
月
２
日
程
度
勤
務
を
要

し
ま
す
。

　

運
転
手
に
つ
い
て
は
土
・
日
曜
日

勤
務
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
勤
務
時
間　

条
例
定
数
内
職
員
の

例
に
よ
る
。

▼
福
利
厚
生

○
有
給
休
暇　

年
間
10
日
間

○
社
会
保
険
及
び
雇
用
保
険
加
入

○
そ
の
他
詳
細
は
、
会
津
坂
下
町
嘱

託
員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則

ま
た
は
会
津
坂
下
町
賃
金
支
弁

職
員
雇
用
等
管
理
規
程
に
基
づ

く
。

▼
提
出
書
類

①
履
歴
書

②
資
格
・
免
許
の
写
し
、
ま
た
は
取

得
見
込
み
を
証
明
す
る
書
類

③
臨
時
運
転
手
に
つ
い
て
は
運
転
記

録
証
明
書
（
過
去
５
年
分
）

▼
申
込
期
限

　

２
月
27
日
（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

行
政
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
３

健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

私
た
ち
の
身
体
の
中
を
流
れ
て
い

る
血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ

り
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸
血

に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分
に
確

保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え
ず
誰

か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日

　

2
月
17
日
（
火
）

▼
場
所
・
時
間

○
坂
下
電
子
光
学
㈱　

第
二
工
場

　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
30
分

○
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

会
津
地
域
研
究
所

　

午
後
12
時
30
分
～
1
時
30
分

○
㈱
マ
タ
イ
東
北　

福
島
工
場

　

午
後
2
時
～
4
時

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重　
　

男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　

☎
83
‐
１
０
０
０



お information

10

２
月
10
日（
火
）は
児
童
手
当

の
支
給
日
で
す

　

今
回
支
給
さ
れ
る
の
は
、
平
成
26

年
10
月
～
平
成
27
年
１
月
分
の
児
童

手
当
で
す
。
個
別
に
振
込
通
知
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
通
帳
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　

☎
84
‐
３
７
１
２

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

就
学
援
助
制
度
は
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
及
び
生
徒

を
援
助
す
る
制
度
で
、
子
ど
も
達
が

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
学
校
で

か
か
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
も

の
で
す
。

▼
対
象

　

町
内
の
小
中
学
校
又
は
会
津
学
鳳

中
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
（
非
課
税
世
帯
等
が
対
象
）

▼
内
容

　

学
用
品
費
、
通
学
用
品
費
、
学
校

給
食
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一
部

を
援
助

▼
そ
の
他

　

収
入
の
状
況
や
各
種
援
助
事
業
の

受
給
状
況
等
を
審
査
し
、
要
件
を
満

た
す
世
帯
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

３
月
３
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

教
育
総
務
班

　
（
役
場
南
分
庁
舎
）

　

☎
84
‐
３
７
１
１

暮
ら
し

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用
証

が
、
埼
玉
県
川
口
市
で
も
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

車
椅
子
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
適
正
利
用
を
図
る
た
め
に
発

行
さ
れ
る
「
お
も
い
や
り
駐
車
場
利

用
証
」
は
、
既
に
31
府
県
の
協
力
施

設
で
相
互
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

埼
玉
県
川
口
市
の
協
力
施
設
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
当
に
必
要
な
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。現在利用できる府県市

岩手県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、新潟県、
福井県、山梨県、静岡県、三重県、滋賀県、京都府、大阪府、
兵庫県、鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、
香川県、愛媛県、高知県、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、
大分県、宮崎県、鹿児島県、埼玉県川口市

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

☎
84
‐
１
５
２
２

　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
29
‐
５
２
７
２

　

県
庁
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
２
４
‐
５
２
１
‐
７
１
９
７

町
税
等
の
口
座
振
替
依
頼

締
切
日
に
つ
い
て

　

町
税
等
を
口
座
振
替
で
納
め
る
に

は
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
第
１
期
分

か
ら
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　

東
邦
銀
行
・
大
東
銀
行
・
会
津
信

用
金
庫
・
会
津
商
工
信
用
組
合
・
Ｊ

Ａ
会
津
み
ど
り
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
各

店
舗
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
用
紙
は
町
内
各
金
融
機
関
窓

口
、
役
場
税
務
管
理
班
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。

▼
税
目
別
口
座
振
替
依
頼
書
締
切
日

　

・
固
定
資
産
税　

２
月
27
日

　

・
軽
自
動
車
税　

３
月
31
日

　

・
町
県
民
税　
　

４
月
30
日

※
締
切
日
以
降
の
受
付
分
は
第
２
期

か
ら
の
振
替
（
一
括
納
付
の
場
合

は
次
年
度
）
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

税
務
管
理
班

　

☎
84
‐
１
５
０
２

就
職
フ
ェ
ア
in
あ
い
づ

合
同
面
接
会

　

会
津
地
域
の
求
人
企
業
が
一
堂
に

会
し
、
企
業
概
要
や
求
人
内
容
の
説

明
、
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
参
加
対
象
者
は
一
般
求
職
者
で
、

参
加
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
程

　

２
月
18
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
：
正
午
～
）

▼
会
場

　

ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス

　
（
会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90
番
地
）

▼
参
加
企
業
数

　

会
津
に
本
社
、
営
業
所
の
あ
る
事

業
所
50
社

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
地
域
雇
用
創
造
推
進
協
議
会

　

☎
23
‐
９
１
８
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.aizu-koyou.net

４月から会津西部斎苑の火葬炉使用料金が改定されます

　斎苑施設の老朽化に伴う修繕工事や維持管理ならびに施設周辺の環境整備の充実を図るため、条例
改正が行われ、火葬炉の使用料が変わります。ご理解とご協力をお願いします。

４月１日使用分から 「会津坂下町住民」の火葬炉使用料が２８,０００円になります。

▼問い合わせ先：生活課　戸籍環境班　☎８４－１５００

健
康
・
子
育
て
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
の

最
新
デ
ー
タ
が
閲
覧
で
き
ま
す

　

福
島
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人

情
報
が
左
記
窓
口
の
パ
ソ
コ
ン
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
職
種
や
就
業
場
所
等

を
選
択
し
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、

求
人
情
報
も
毎
日
更
新
さ
れ
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
週
金
曜
日
に
発
行
し
て

お
り
ま
す
会
津
若
松
と
喜
多
方
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
情
報
一
覧
表
は
、

従
来
ど
お
り
役
場
玄
関
入
口
と
中
央

公
民
館
ロ
ビ
ー
に
備
え
つ
け
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
場
所

　

役
場　

東
分
庁
舎
窓
口

▼
閲
覧
日
時

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　

商
工
観
光
班

　

☎
83
‐
５
７
１
１

催
し
・
講
座

大
好
評
!! 

お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
②

伝
え
た
い
お
ふ
く
ろ
の
味

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー・

　
サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
提
供
会
員
講
習
会

　

託
児
室
も
設
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
!!

▼
日
時

　

2
月
17
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
1
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
会
津
の
家
庭
料
理

　

カ
ラ
フ
ル
寿
司
・
魚
の
煮
付
け

　

つ
む
じ
け
え
り
・
他

★
対
象
者
は
40
代
ま
で

　
（
男
性
大
歓
迎
）

★
参
加
費
は
1
回
３
０
０
円
で
す
。

★
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
を
拭
く

タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

★
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
託
児

の
有
無
も
併
せ
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
１
０
０
０

　

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
提
供
会
員
と
し
て

援
助
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
講
習
会
を
、

3
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
好
き
な
方
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、

ぜ
ひ
受
講
し
て
見
ま
せ
ん
か
？

　

講
習
を
受
け
る
に
は
事
前
に
登
録
が

必
要
で
す
。
詳
し
い
日
程
・
内
容
等
は

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

○
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り

に
つ
い
て

○
子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
事
故
と
安
全

○
小
児
看
護
の
基
礎
知
識　

他

▼
問
い
合
わ
せ
先

ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
０
７
０
８

暮
ら
し

自
動
車
の
登
録
・
検
査
の

手
続
き
は
お
早
め
に

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

は
、
毎
年
３
月
に
集
中
し
、
窓
口
や

車
検
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
名
義

変
更
や
住
所
変
更
、
廃
車
、
車
検
な

ど
の
手
続
き
は
２
月
中
に
行
う
な

ど
、
早
め
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
生
き
て
こ
そ
」
上
映
会

　

会
津
の
語
り
の
伝
承
者
山
田
登
志

美
さ
ん
の
半
生
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
で
す
。

　

語
り
を
伝
え
る
中
で
起
き
た
東
日

本
大
震
災
。
放
射
能
と
格
闘
す
る
米

作
り
や
被
災
地
を
巡
り
、
福
島
の
将
来

や
子
ど
も
た
ち
を
思
う
山
田
さ
ん
の
姿

と
四
季
折
々
に
変
わ
る
千
変
万
化
の
福

島
の
美
し
い
風
景
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
町
・
町
教
育
委
員
会
も
後
援
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時

　

３
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

　

・
映
画　

74
分
間

　

・
山
田
登
志
美
さ
ん
と
我
孫
子
亘

　
　

監
督
の
ト
ー
ク 

20
分
間

▼
場
所

　

中
央
公
民
館　

大
研
修
室

▼
入
場
券

　

・
一
般　

１
０
０
０
円

　
　
（
当
日
１
２
０
０
円
）

　

・
小
学
生
以
下　

無
料

▼
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ば
ん
げ
語
り
部
の
会

　

齋
藤　

恵
子

　

☎
83
‐
２
４
９
７

　

遠
藤　

智
子

　

☎
83
‐
４
１
３
７

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
金
銀
交
流
サ

ロ
ン
窓
口
で
も
チ
ケ
ッ
ト
を
取

り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

☎
84
‐
３
０
３
０

う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

登
録
関
係　

　

☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
１
５

　

検
査
関
係

　

☎
０
２
４
‐
５
４
６
‐
０
３
４
２



お information

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

　

新
年
を
迎
え
寒
さ
も
一
段
と
厳
し

く
家
庭
で
の
暖
房
器
具
の
使
用
が
増

え
て
い
ま
す
。
可
燃
物
を
近
く
に
置

か
な
い
、
燃
料
を
給
油
す
る
際
は
消

火
す
る
な
ど
、
取
扱
い
に
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

▼
消し

ょ
う
ぼ
う防
水す

い
り利
の
除
雪
に
つ
い
て

消し
ょ
う
ぼ
う防

水す
い
り利

と
は
？

・
消
防
活
動
を
行
う
際
の
水
利
施
設

の
こ
と
で
す
。（
消
火
栓
・
防
火

水
槽
・
河
川
・
池
・
海
・
湖
・
井

戸
・
下
水
道
等
）

注　

意

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成26年12月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 8 2 車 上 ね ら い 2 2
忍 込 み 10 3 ひ っ た く り
事 務 所 荒 し 1 1 部 品 ね ら い 2 1
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 1 1 街頭犯罪合計 37 21
オートバイ盗 その他刑法犯等 79 61
自 転 車 盗 13 11 全 刑 法 犯 116 82

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

ケ
ー
タ
イ
サ
イ
ト
の

　
　
　
　
利
用
は
慎
重
に
!!

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
を

通
じ
て
、
詐
欺
、
恐
喝
、
性
犯
罪
な

ど
の
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

（
ゲ
ー
ム
や
交
流
サ
イ
ト
、
プ
ロ
フ
）

な
ど
に
潜
ん
で
悪
い
こ
と
を
た
く
ら

む
者
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
ゲ
ー
ム
系
サ
イ
ト

初
め
は
無
料
で
も
、
ゲ
ー
ム
を
ク

リ
ア
す
る
た
め
に
必
要
な
有
料
ア
イ

テ
ム
を
次
々
と
購
入
し
た
結
果
、
多

額
の
請
求
を
受
け
た
。「
無
料
」
を

う
の
み
に
し
な
い
こ
と
。

▼
メ
ー
ル
（
迷
惑
・
勧
誘
メ
ー
ル
な

ど
）

　

届
い
た
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ
た
ア

ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
勝
手
に

会
員
登
録
さ
れ
て
し
ま
い
、
身
に
覚

え
の
な
い
請
求
を
受
け
た
。
万
が

一
、
ク
リ
ッ
ク
し
て
お
金
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
家
族
や
警
察

署
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と
。

▼
交
流
サ
イ
ト

交
流
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
異
性

と
仲
良
く
な
り
、
直
接
会
っ
た
ら
わ

い
せ
つ
な
こ
と
を
さ
れ
た
。
サ
イ
ト

で
知
り
合
っ
た
他
人
と
は
安
易
に
会

っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

▼
プ
ロ
フ

プ
ロ
フ
で
知
り
合
っ
た
人
に
お
願

い
さ
れ
た
の
で
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま

に
裸
の
写
真
を
送
っ
た
ら
、
ネ
ッ
ト

に
写
真
を
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ネ
ッ
ト
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た

画
像
は
回
収
不
可
能
に
な
る
の
で
絶

対
に
送
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

町
内
に
お
い
て
、
12
月
中
に
刑
法

犯
の
発
生
が
4
件
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
普
段
目
に
す
る
の
は
、

地
上
式
消
火
栓
と
防
火
水
槽
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
冬
期
間
は
積
雪
に

よ
り
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
位
置
が

分
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
火
災
が
発

生
す
る
と
、
そ
の
近
く
の
消
火
栓
や

防
火
水
槽
を
使
用
し
ま
す
が
雪
で
埋

も
れ
て
い
る
と
掘
り
起
こ
す
こ
と
か

ら
始
ま
る
た
め
消
火
活
動
に
大
き
な

支
障
を
来
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
次
の

3
つ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
　
道
路
除
雪
等
の
雪
で
消
火
栓
が

埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の

除
雪

②
　
消
火
栓
・
防
火
水
槽
の
標
識
が

あ
る
場
所
へ
は
雪
を
捨
て
な
い

③
　
消
火
栓
付
近
へ
の
駐
車
は
避
け
る

・
除
雪
の
際
は
十
分
周
り
に
気
を
付

け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

側
溝
等
に
雪
を
捨
て
る
と
詰
ま

っ
て
冠
水
す
る
恐
れ
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

会
津
坂
下
消
防
署

　

☎
83
‐
４
１
０
０
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㈱あいづダストセンター  
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等 

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 TEL 0241-42-2890



事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

すこやかキッズ

2月12日（木）
午前10時〜

11時30分 場　健康管理センター
問　☎ 83-1000

対　０〜２歳の子どもと保護者
持　オムツ・ミルク・飲み物
内　工作「おひな様を作ろう」他

2月26日（木）
午前10時〜

11時30分

対　２歳〜幼稚園入園前の子どもと保護者
持　オムツ・飲み物
内　工作「おひな様を作ろう」他

☆ワクワク　　
　　ドキドキ☆
楽しい広場

2月21日（土）
午前9時30分〜

11時30分

場　ばんげ保育所
問■申　☎ 83-3202　

対　町内在住の小学校入学前のお子さん
　　です。
内　うれしい　ひなまつり会☆
持　飲み物

税の
無料相談会

2月23日（月）
午前10時〜

午後4時

場　アピオスペース
　　2F 研修室
問　東北税理士会
　　会津若松支部
　　☎ 24-2411　

内　税に関してのご質問をお受けします
のでぜひこの機会をご利用くださ
い。

農地相談会 2月27日(金)
午後2時〜4時

場　役場三階大会議室
問　産業課　農業委員会
　　☎ 84-1534

内　農地の売買、貸借、転用等ご相談くだ
さい。各地区担当の農業委員がお待
ちしております。

農・笑・交
プロジェクト
「農笑交寄席」

2月27日(金)
午後5時〜

場　坂下給食センター
問　産業課　農林振興班
　　☎ 84-1505

内　落語家三遊亭兼好師匠による、爆笑
寄席を開催します。　

■費　寄席観覧料：1,000円
　　懇親会費：3,000円（希望者）

人権・行政
合同相談会

3月3日(火)
午前10時
　　〜午後3時

場　保健福祉センター
問　社会福祉協議会　
　　☎ 83-1368　　

内　暴力をふるわれた等、人権に関する
ことや役所等への苦情や問題などの
相談に応じます。

司法書士・土地
家屋調査士による

相談会

3月5日(木)
午前9時30分

　　〜正午

場　保健福祉センター
問　社会福祉協議会
　　☎ 83-1368　

内　財産、土地家屋問題などに関する困
りごとの相談に応じます。

「防災・復興と
　男女共同参画」

講演会

3月7日(土)
午後1時30分

　　〜3時

場　健康管理センター
　　2階会議室
問　教育課　社会文化班
　　(中央公民館)
　　☎ 83-3010
■申　2月25日（水）まで

内　男女共同参画の視点を反映した災害
時の取り組み事例等を学ぶ講演会で
す。

対　地域づくり協議会関係者、防災に関
　　心のある方、男女共同参画に関心の
　　ある方

注
　
意

○申込は原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○ ■申 の記載があるものは事前に申込が必要

お information

場＝場所 問＝問い合わせ 内＝内容 対＝対象者 持＝持参品 ■費＝費用 ■申＝申込
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　国民健康保険では、申請をすることで以下のような給付も受けられます。

どんなとき？ 概　　要 申請に必要なもの

全額自己負担
したとき
（療養費の支給）

　次のような場合は、いったん全額自己負担
となりますが、その後申請し、審査で決定す
れば、自己負担分を除いた額が支給されます。
①事故や急病などで、やむを得ず保険証を持
たずに治療を受けたとき

②医師が治療上必要と認めた、コルセットな
どの補装具を購入したとき

③骨折やねんざなどで国保を扱っていない柔
道整復師の施術を受けたとき

④医師が必要と認めた、手術などで輸血に用
いた生血代（第三者に限る）

⑤医師が必要と認めた、はり・灸・マッサー
ジなどの施術を受けたとき

⑥海外渡航中にお医者さんにかかったとき（治
療目的で渡航した場合は除く）

○領収書

※②、④、⑤の場合
　医師の同意書
　（もしくは意見書）

※⑥の場合
　診療内容明細書
（外国語の場合は日
本語に翻訳したも
のも添付）

出産したとき
（出産育児
一時金の支給）

　被保険者が出産したときに、申請により世
帯主に支給されます。妊娠12週（84日）以降
であれば、死産・流産でも支給されます。

○母子健康手帳
○死産・流産の場合は
　医師の証明書
○直接支払制度利用の
　場合は合意書

亡くなったとき
（葬祭費の支給）

　被保険者が亡くなったとき、申請により葬
祭を行った人（喪主）に支給されます。 ○死亡証明書

移送の費用が
かかったとき
（移送費の支給）

　被保険者が医師の指示により、緊急やむを
得ず入院・転院する際の移送に費用がかかっ
たとき。申請により国保が必要と認めたとき
は移送費が支給されます。

○医師の意見書

　支給は原則口座振り込みになります。上記の必要なものと、保険証、
印鑑（認印で可）、振込先の通帳をお持ちいただき、保険年金班
（④窓口）に申請してください。
　現金での支給を希望される方は、申請の際にご相談ください。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④番窓口）　☎８４－１５０１

国保で受けられる給付とは？
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町の人口と世帯 今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

❷月の保健ガイド
健康管理センター　☎83−1000

【役場周辺】 【学校等における測定結果（１月23日）】
月　日 数値
1月 1日 0.035
12月 1 日 0.073
11月 1 日 0.077
10月 1 日 0.077
9 月 1 日 0.076

マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値

坂下中学校 0.032 坂下南幼稚園 0.070
坂下南小学校 0.057 坂下東幼稚園 0.050
坂下東小学校 0.050 ばんげ保育所 0.031
託児ルーム もみの木 0.065 えくぼ遊育園 0.036

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84-1527

2月14日（土）～3月12日（木）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1 時～ 1 時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
4 か月児 3 月10日（火） 平成26年10月15日～11月14日生
10か月児 3 月12日(木) 平成26年 4 月・ 5 月生

2 歳 6 か月児 2 月24日(火) 平成24年 8 月・ 9 月生
3 歳 6 か月児 2 月19日(木) 平成23年 8 月・ 9 月生

むし歯予防フッ素塗布
場　　所　健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1 時～ 1 時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

3 月 6 日（金）

平成25年12月・平成26年 1 月生
2 歳 平成25年 2 月・ 3 月生
3 歳 平成24年 2 月・ 3 月生
4 歳 平成23年 4 月・ 5 月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

2 月15日（日） 寿松堂渡辺医院　 ☎ 83-3125
3 月 1 日（日） 佐藤整形外科医院 ☎ 83-1155
3 月 8 日（日） 平野医院　 ☎ 83-2243

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

15

津 尻 前　田　ハルミ（93歳）
天 屋 宮 川 愛 子（85歳）
袋 原 金　田　キクノ（78歳）
金 上 遠 藤 健 一（82歳）
仲 町 髙 久 洋 子（67歳）

杉 桑 原 キ イ（99歳）
青 木 生 江 孝 子（84歳）
勝 方 春　日　ミツコ（94歳）
中 村 渡 部 久 一（90歳）
矢 ノ 目 目 黒 カ ネ（94歳）
大 村 山 内　 巖　（62歳）
立 川 齋 藤 勢 子（86歳）
新 町 本　田　タカノ（93歳）
茶 屋 町 林 出　 等　（86歳）
新 舘 福　地　カヅ子（82歳）
諏 訪 町 江　川　ハル子（84歳）
青 木 　 林　 保　（93歳）

杉 佐 藤　 實　（94歳）
牛 沢 新井田　キミ子（87歳）
新 富 町 赤 城 忠 義（86歳）
塔 寺 小 野 晃 明（88歳）

緑 町 鈴 木 和 子（76歳）

人　口………16,420人（− 8）

　男　……… 7,865人（− 4）

　女　……… 8,555人（− 4）

世帯数……… 5,447戸（− 1）

（ 1月 1日現在） 【納期限 3月 2日（月）】

●国民健康保険税　　●介護保険料

●後期高齢者保険料　●住宅使用料

●児童福祉負担金　　●固定資産税　

●上・下水道・農業集落排水使用料

戸籍の窓口
12/19〜1/20届出分

地　区 名　　前 （保護者）

古 坂 下 坂　本　幸
こ う し ろ う

志郎（龍　之）

新 町 小　野　蒼
そう

　士
し

（　剛　）

鉄 砲 町 諏 訪 射
い

弦
づる

（健　作）

中 政 所 根 本 仁
ひと

成
なり

（勇　樹）

【休日の水道修理当番】

2/15（日）・22（日）
坂下水道　☎83-2607

3/1（日）・8（日）
あいづリフォーム　☎83-2693

坂下東幼稚園でにっこりさ

んをみつけました！園児み

んなで食べるお餅は格別で

した！

11/6届出分



　1月13日、坂下南・坂下東幼稚園で、１月14日、
ばんげ保育所で団子さしが行われました。
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　ばんげ保育所では、おじいち
ゃん・おばあちゃんも参加し、
赤や青、黄色の食紅を使った色
とりどりの団子を丸めてくれま
した。そのあと、各保育室では、
ミズキに団子や鶴亀、大判小判
等をみんなでお願いをしながら
さし、天井の柱に綺麗なミズキ
を飾りました。団子の試食では
たくさんのきな粉をつけて美味
しいそうに食べている子どもた
ちの笑顔とその様子を見て微笑
んでいるおじいちゃん・おばあ
ちゃんの笑顔が印象的でした！ 

　坂下南幼稚園では、園児のおばあちゃんも参加し
て団子さしを行いました。おばあちゃんから「耳た
ぶの固さになるまでこねてから丸めようね。」とお話
があると園児たちは一生懸命に手伝ってくれまし
た。団子が綺麗な丸にならず悪戦苦闘している園児
たちの真剣な表情が印象的でした！

　坂下東幼稚園では、先生から団子さし
に飾る七福神の絵本の読み聞かせとミズ
キにさす赤や青などの団子の色やお飾り
の説明がありました。先生からお飾りの
名前を質問されると、それを見た園児た
ちはすぐに答えていました。恵比寿天の
お飾りを見た園児たちは元気よく「ビー

ル！」と答え園
内は笑いに包ま
れていました！

団子さし

のち
た

私 学校

町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校
での様子をお伝えします！
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